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～「自由」の間違った使い方をした結果～

インターネットや SNSが普及した夢て、個人レベルての発信が‐
るようになιl春した。こ同時に「自由」という宮票も広が

`l春
した。こ

の言葉!きどんな場面でも使いやすく、相手を―義で納得させてしき

う臓法の言葉です。

「するかしないかけ私 (あなた)の自由だ」。「私の自由だからあなた

にけ関係ない」.確かにその通ιにすが、これらのセ|′フ…実け自由

ではなく「自己中」かもしれ春せた。

人惨ムを尊重し、尊重されるべきて硯 や‖たいからやる、イヤだか

らしない。Oκです。しかしそのウつて、その「自由」が自己中になっτ

いるかもしれない事を、想像する事が必要です。物を盗お事け自

由 ?人を殺ある事け自由?

自由だから何をやっτも良い、こけ吉えきせた。参加もキャンセルも

自由ですが、その人の自由の機に、ウうで勝誰かが必ず不自由にな

っτい春す。「自由」という鷹法の言葉も、社会通念上を離しない中

での使用にしなl十れば、自由という主張:き孤立し、ただのごう慢な

『自己中」になιl春す。何かを判断する時、その自由が人を傷つl十て

いないか?を想像出来れば、本当の意味で「自由」な無敵人生がス

タートする事でしょう。
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☆諦間の際け必ずご予約を☆

Y― SM:LE.株式会社  〒731-0111 広島市安佐南区東野3丁目28-Z2-2
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